














ルターのような対話 相手に注目することは意味のあることかもしれない。なぜなら彼は二一世紀におけるわれわれ自身の環境がもたらす圧力や緊張の外に立っているからである。そのような人物と関わることは、われわれ自身の問題を考え抜くことへの近道として見られるべきではない。そのようなことは問題への処方箋 か指示書とか、あるいはわれわれ自身がな べき知的な汗をかくことの代替物とかとして用いられるべきではない。ルターにできることと言えば、われわれ 想像力を刺激するとか火をつけるということ以上で なく、また聖書の使信とわれわれの周りの世界の両方を見渡せる見晴らしの良い地点を与え 以上では このようにして彼の考えは、被造物である人間へ 神の愛に対す われわれ 証しを形づくるのを助けるのである
教会の過去から対話の相手を見出すとき、われわれはそれにあまり期待しない傾向を持ちがちではあ けれど








か？」であろう。この「誰が」が問いの核心であ 。なぜなら、 現実理解はすこぶる人格的であるからだ。キリスト教文化の中で成長した人々は、究極かつ絶対の現実は人格である 想定するが、しかし、今日ますますどの文化においてであれ人々は究極また絶対の存在 関しては別 形で考え ようになってきた。つまり、それは彼ら 人生 とっ のさまざまな半人格的な中心と 力 秩序の源である もある。はたまた、われわれが抵抗しないとき、ある はおそらく抵抗するときであっても、われわれの存在を貫徹しながら、われわれが経験し認知することを貫いて熱や光を放出する単一 究極的な霊 こともある。他の者たちは 出来 だけ多くの力を、たとえば人種や政党 るいは階級 、しばしば超人格的な人間 機関に、し 、しばしば自分自身に、あるいは別の個人に割り当 る
ルターは聖書から、神は人格であることを知って た。神が語るとき人格的形を取るということを。彼の語り
























より神は愛の配慮をしたもう。語ることによって創造をなさるこのお方、この対話と交わり 神は、人間性を全うすることに失敗した人々に愛の配慮をするために肉となったみ言葉という人格として来られた。 との間で、また互いの間で対話をなし交わり 生きるための人格 して人間を造られたこのお方は、われわ と 交わりと対話を回復 ため 神の最上のもの の子、イエス・キリストを送られたほどに深く愛の配慮をなさったのだ。
加えるに、ルターは、われわれは神 民として愛の配慮をすると、われわれ 語る。





















れた人々を訓練すること ついてである。その人々をいかにして人生を十全に楽しむかについての主の言葉に耳を傾ける 生へと導くのである。なぜなら、神を信頼することは他者への神の愛の配慮と関心を提示することで神に従うことへと導くからである。それはもっとも簡単で、もっ も個人的なレベルで彼らの必要のために供給すること 意味する。それはまた他者のために正義 平和を追求すること、彼ら 高潔さ・完全さと尊厳を尊重し回復することを意味する。なぜならそれが真実 人間的な生へ 期待だからである。
この土台の上で、われわれは、ルターの思想に沁み渡っている終末論的な文脈においてその人たちのために証
しするようにとわれわれ 召しておられる人間 いう被造物と神との関係に焦点を合わせたい その関係は永遠に存続 関係であって、だからそれは天国について、また永遠の命について何がし 言うべきことがあるのである。われわれがなん か抑えつ よう してい われわれの最後について 不愉快な思想 死が最終的 われわれに歯を剥き出 に とき 復讐を のである。しかしながら、ほ んど 日々に大方の人々は、死後のことは先延ばしにしておけばよい 考えがちである。
ルターにとって終末論とは、われわれが知っているような、地上の存在の終わりに関す 概念で ない。彼は







ついての教育を計画しながら、早くから、自分が病気だと認識していない人々は癒しを求めない（マタイ九章一二）と うことを認識していた。律法と福音の区別というルターの常套的 言い方 善でありえ 自己をめぐる葛藤に陥ること 福音によって癒しをもたらすこととを引き起こす。彼のこの区別はわれわれの証しをより効果的に分析し備えをすることを可能にする。ルターの専門的意味で 「律法と うものは福音に先行しなければならない」と主張す は論理的な所見である。しかしながら、われわれ 証し 順序 必ずしも常に心理学的にあるいは神学的に適切ではなく、神の言葉を信仰の外にある人々に対して提示 ること 、先 律法、次に福音という単純な言明よりもやや込み入っている。にも わらず、原則は覚えるのに都合がよい。それは一般的 はよい指針である。すなわち、先ず律法をして誤った 念に捕 われている人 心を不安にさせ、そののちその人の中に平和を提供するためにキリストの福音をもたらすのである。せいぜ 、誤った神々がかなり効果的に依然として働いている人々に対して、イエ につい の情報 与えるとき、神々の神殿に彼 付け加えこと以上 ことは期待できな 。われわれの幸せに対してなにかしら 悪から 脅威 な ならば、おそらくわれわれはわれわれの誤った神々を退散させて何かほかの物に置き換える必要 感じないだろう。
悪に関しては、ルターは先ず問題の核心は以下のような人間的な誤りに存すると忠告する。つまり、神をわれ








キリストの中に自らを顕わ 真 神ではな 。この神 みが、真の人間生活を形づく ところの唯一で真の信頼の対象である。もしわれ れが強いて、神が奉仕するようにと創造された何者かあるいは何事かをわれわれの究極の信頼の対象とするならば、 れらの被造物 神の代わりとして機能することになる。すなわち、彼らは誤った神々になる
この定義に基づけば、すべての人々は、一人以上の神を持つことになる。すべての罪人は彼らの創造主の代わ
りを一つ以上もつことになる。なぜな 、どの一つの被造物も満足すべき神の代わりとしては役に立つことはできないからだ。われわれはすべて多神教主義者だ。 「われわれ」に キリスト者たちも含まれ いる。というのは、洗礼を受けた者たちの生活の中でも罪と悪は連続す という神秘が意味するのは、悪の世界の中で生活をしっかりと一つに保とうともがくことは、神ご自身の代わりに神が創造された何者かあるいは何事かを信頼することへとわれわれを絶え間なくそらすという であ 。
われわれはルターの「すべての善き物の源、苦難の時 避け所」という文言を、神とその代わりとをわれわれ































く。それは恐怖と絶望に追 やる。さまざまな反応は、罪 恥を超えて、実際人々を自分たち 偽りの神々への疑いを抱かせ、彼らの耳を福音を聴 ことへと開かせる。ルターはしばしばこう指摘している。すなわち、悪の加害者と同様に被害者もまた新しいアイデンティティ、保証、意味 源 探求し始める十分な理由 持っているし、それがキリスト・イエス おける神の愛についてのわれわれの証しへと人々 心を開くものであ 、と。
このことが意味するのは、なんであれノンクリスチャンの知人を悩ませ抑圧するものについての対話は、イエ

































その人の経験を偽りの文脈に置くものの、まともな答えは与えられることのないその前提 チャレンジしなければならないだろう。この課題はあきらか 辛抱、共感、理解を要求するし、神ご自身の啓示 キリストにある神の選 れた民のためのご意志 内容 ついて 適切なまたもっともらし 見方をも要求する。
キリストを読者・聴衆の人生へと駆り立て、彼らの思考方法を、それゆえ彼らの人生の方向性を変えさせる















いう悲劇的なジレンマから逃れる唯一の道は、なにか他の被造物に人生の中心を置く人という、自ら作り上げたアイデンティティを終わらせることだと、ルターは信じていた。この罪への代価は死であり、ただ死のみであるのだから。罪人は死 なければな ない 永遠にか洗礼においてかいずれ しろ。キリストは彼らと自ら 死を分かち合うことによって彼らの人生におけ すべて悪である物を彼の墓に葬るが、その復活を分かち合うことによって永遠の命という賜物を与え のだ。
このようにして、ある程度の深刻さをもって「死んだ方がましだ」と言う人々と出会うとき、われわれは彼ら
にこう言う用意がある、 「わたしはあ たにあげ 魅力的なものを持っているか！」 。 いう は、ただ神のみが過去を変えることができ 。神はわれわれの古いアイデンティティをキリストの墓の中に横たえる。その墓の中を覗くことはしない。神 みがわれ れの古 アイデンティティの記憶からわれわれ 関心 移して新しいものに焦点を合わせるように助けることができる。たと 価値 る人生を成就しようとの古 生き方との闘いが依然継続中であるときでも、キリストがわれ を御自分のも だと主張し、彼の死と復活を われ 分かち合ってくださるというこの神秘の中で、彼は われ まさにわれわれ自身であ ところ 人間に再創造する。
再創造による義認というこのモチーフは、もちろん、キリストがわれわれのためにされたことをルターが叙述
するために用いた多くの方法 うち わずか一つである。彼がこのモチーフを用いたとき 彼は神がそ 赦し言葉によって成就なさった現実に関する事実を一般的に宣言してい だ。彼が自分たち自身の罪深さ 徴候に
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今日、福音をどう語りどう生きるか
心を奪われていた人々に焦点を合わせていたとき、彼は神が罪を負ってくださったことについて語ることによって彼らの罪責や恥を退けた。彼は中世の神学では比較的稀にしか使われることのなかったこの言葉を取り上げて、神が自分たち自身の中で悪と戦っている人々をその民として認め重んじているということを強調しようとした。ただ そう判断したから彼らは神の目には義 あるという新 いアイデンティティを神は彼らに与えたのだ。
なんら法的な虚構ではない。神の判断が現実を創造するのだ。いかにしてこの新しい現実がわれわれのなかに









































はまさに十字架の上で、新しい命へと向かうその墓への途上にいて導いてくださる。 して、彼はわれわれの人生へとわれわれの主として戻って らっしゃるし、われわれが損傷し捨てようとしていた人間性 回復する の約束を十字架と墓から語られた。
罪と悪が依然として存在する現在の只中においてなされる約束という形での罪人たちへの神の語りかけの本質


















生きることとは、信頼の対象によって方向づけられまた力づけられた人生のすべて、善きものと避け所 源、アイデンティティや保障や意味の源を持つこ を意味した。 「ひとりの神 持つ 、ひとりの神を心 ら信頼し、信仰することにほか らない。 」 「神を持つといって 、神を指でとらえた 袋に入 たり、箱 中に封じ
27
今日、福音をどう語りどう生きるか


























にして聖霊が力を行使し様々な形のみ言葉をとおして罪人を、信頼をもって生きる神の子どもたちへと再創造するかということについては正確に説明しようとは試みていない。一方では、この福音 力はあくまでも誠実であり続けよう、たとえわれわれが誠実ではなくても、なぜなら「キリストは御自身を否むことができないからである」 （二テモ二章一三）と記されているようにそれがまさに神の本質であるからとの神の誓約、神の約束と誓いに基づいている。誰かにその人がどんなことがあってもあなたと共にいるとわれわれに言わせる は、時には完全 は信じられそうもなかった しても、常に励ましになる。神を われわれに語 しめると、反応を引き起こす。時には疑いの反応かもしれない 、時には信頼 明らかにする驚きや畏 、感謝、また確信 依存の反応を引き起こす。
しかし、聖霊がわれわれの証しを通して創造する信頼は、人間の「行為」を巻き込む。たとえそれが通常の意
思決定のプロセスによって説明できるような行為ではないとしても。わたしは殺すも殺さないも、はては憎むも憎まないも決断できる、しかし、わたしは自分自身を強い あ たを信頼させることはできな 。また、あなた
29
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もわたしからあなた自身への信頼を強制させることはできない。信頼は、すでに述べたように、神秘的なやり方で生起する。そうであるから、われわれは信頼を創造する聖霊の力をけっして推測したり説明したりすることはできない。その信頼とは、神がその約束をとおして築き上げ 関係 人間の側のこと ある。しか 、われわれは、人々がキリストのこ を学び、人々への彼の接近に適切に耳を傾け、彼に確信を抱くのを助けるわれわれの能力を磨くために、信頼 心理学的側面を十分に観察することはできる。
ルターはわれわれの範例となっている。それは、いかにしてわれわれはわれわれの救いのために神が全面的に



















うために用いる にもっとも効果的なみ言葉の形はサクラメントだと言ったからであった。わたしは彼に誤っていると指摘した。わたしはアメリカの中西部出身だが、そこでは、長年メソジストかバプテストの教会員だった、最近結婚した結婚相手をルター派に改宗させようとするとき、彼らはサクラメントといった困惑させるような話題をな べく避けるよう 努めている 言った。すると、その学生 私は間違っていると次のように言った。神がサクラメントにおいて語るということはポスト・モダンの人々に 何 問題ではない 。もし神が語ろうと思う ら、神は媒体を用いることができるし、新しいアイデンティティ、新しい誕生、洗礼における死と復活といっ 神の賜物は、主の晩餐における労苦や困難の日々を維持す 神 賜物と同様、新し いのち 約束を非常に意味深い方法で具体化、実質化す ということを彼らは予想 のである。
彼はなんらの伝道理論を展開はしないが、人間の相互作用についてのルターの見方は、われわれは神の言葉を












させる。同時に、それはわれわれの社会が神の計画と人々 ための支配とを侮り、それ を不正義と虐待のもとにさらさせるとき は、社会に対する信仰 な批判を行うべき 義務からわれわれを免れさせはしない。ルターの二つの領域の区別 また、究極的な 頼を創造主にではなく依然としてある被造物 置いているがゆえに、彼ら 人間性の全き開花を享受していない人々のこの世界で 人生への積極的 貢献 識別するこ を認める。同時に、この区別 枠内で、二つの領域をごちゃまぜにすることで押しつけら ところの、わ われの証しへの挑戦を認識する。われわれは次の事実 も敏感 。つまり、宗教的には中立的でわれわれ自身の思考では水平的な領域 限定 れていると見なしてい ある物事が、われわれが対話している人々に っては実際宗
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